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(1)'読谷村 (1) 計7個所 (9人）
八重山諸島では，





























1 tiichi chuken 
2 品Chi taken 
3 m i chi miken 
4 y汀chi yuken 
5 ichichi i chiken 
6 miichi muk函
7 nanachi nanaken 
8 y函hi 茫託n， k直<:unuchi kukunuken 







1坪 chu chibu 
2坪 ta chibu 
3坪 mi chibu 
4坪 yu chibu 
5坪 ichi chibu 
6坪 mu chibu 
となるのであり，また月数の単位月 (chichi)をつければ，
1月 （ヒトッキ） chuchichi 
2月 （フタッキ） tac hie hi 
3月 （ミツキ） michichi 
4月 （ョッキ） yuchichi 
5月 （イッツキ） i chichichi 
6月 （ムツキ） muchichi 
7月 （ナナツキ） nanachichi 
8月 （ヤツキ） ya chichi 
9月 （ココノツキ） kukunuchichi 





名瀬市（恵原義盛氏 M. 38) 
(4) 
1回 chu桓四 2回 ta虹江i
沖永良部島（日置みね氏 M. 41) 
1回 chu担竺 2回 ta担竺
次に沖縄本島及びその周辺では，
国頭村安田（宮城定盛氏 M. 37) 
1回 豆叫四 2回 ta些 3回 mi血
名護市久志（宮城正誠氏 M. 27, 同マカ氏 M. 26) 
1回 chukei 2回 take1
古宇利島（諸喜田マチ氏 M. 36) 
1 回 chu~ 2回 ta些
本部町具志堅（安里寿氏 M. 39) 
3回 mikeri …… 
3回 mikke




































(4) 地名のあとの人名はその資料を提供してくださった方でありその際Kは慶応， Mは明治， Tは大
正で，その方の生年を表す。以下も同じ。





































10 t i 
そして，
ろうか。 ken → gen 
同じ石垣市でも東海岸の白保では，




































































































pi i chi 
fut函 hi



























































































































mus hiまたは musi となっている。
M. 32) 
度数詞
tumudu ts i 





























そこで琉球大学の仲松竹雄教授(5)におたずねしたところ， 「mudus i は往復という意味で





鳩間島の mushi または musu
がこの mudutsi と関係があるか無いかはまだわからない。




















10人 J . U-nl . n 
というように数える。
4人までは
chu ta m1 
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(ichitai) 
(muttai) 
(nan a ta i) 
(yattai) 
(kukunu ta i) 
(tuttai) 
yu 
と度数詞と同じになっているが， 5人から先は琉球方言の特徴である母音 o →母音 Uの規則
で 6 (r oku→ ruku) 5 (go→ gu) 
7 (shichi) 8(hachi) 9 (ku) 
のあとに人 (nin)がついている。
かっこの中に示してある
ichitai mutta1 nanatai 
は度数詞の時にあげた
10 (ji) 
i ch i (5) mu (6) nan a (7) ya (8) k uku nu (9) t i (10) 
のあとに人数を示す taiをつけたもので，古い形であり，現在でも後に示すように(172ペー
ジ）地域によっては残っている。
人数詞の語尾の nin（人）は日本語(6) と同じだから説明する必要はないと思うが， iまた
は taiについて一言ふれておこう。
tai が日本語のタリ（人）に当たるということは
フタリ (2人） ヨンタリ (4人）
などと比べて見当のつくことであろう。
日本語では現在は
ミタリ， ヨタリ， イッタリ， ムタリ，
などとは言わないのに琉球方言に mit ch a i, yu t ta i, i ch i ta i,……ということから，
日本語でも古くには，ミタリ，ヨタリ，……と言ったのであろうことが考えられる。
現に広辞苑などには，
みたり〔三人〕 さんにん よたり〔四人〕 よったり，よにん
等がのっている。
































藤村政暁氏 (M.33) 恵原義盛氏 (M.38) 
1人 churi churi 
2人 tari ． tari 
3人 misha-ri . 
m1 ．sar 1 ．
(mi sahar i) 
4人 yut匂 i yutahari 
5人 ishtari isutari 































(8) 安田尚道「古代日本語の数詞をめぐって」，言語第 7巻 1号 p.79 大修館発行
(9) 空らんは記録のテープが不分明であったので削除したものである。
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4人 yuttari yutari 
沖永良部島
日置みね氏 (M.41) 永吉 毅氏 (M.42) 
1人 chui chui 
2人 tai tai 
3人 mic ha i mitchai 
4人 yuttai yuttai 
5人 ichitai ichitai 
6人 mu ta i 
7人 nanatai 
与論島
野口万蔵氏 (T. 6) 竹下茂徳氏 (M.37) 
1人 chui chui 
2人 tai tai 
3人
(mi t cha i) 
mitchai mi cha i 
4人 yu t ta i yuttai 
5人 ichitai ichitai 












国頭村奥（宮城親昌氏 M. 34) 
1人 tui 2人 tai 3人 m1．sa1 ． 4人 yutai 5人 ichitai 
国頭村安田（宮城定盛氏 M. 37) 
1人 tsui 2人 tai 3人 mittsai 4人 yuttai 
5人 ihitai 6人 mu tta i 
伊江村（知念牛助 M. 14) 
1人 chui 2人 tai 3人 nchai 4人 yu tt a i 5人 gunin 
南西諸島における「数の数え方」の調査 (TI)
本部町具志堅（安里 寿 M. 39) 
2人 tai 3人 mitchai 4人 yuttai
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5人 hichitai1人 chui
6人 muttai 7人 nanatai 8人 yattai 9人 kunutai
10人 tuttai
そして，以下の人々はすべて同じ数え方をされた。
名護氏久志（宮城正誠氏 M.27,同マカ氏 M.26)， 名護市嘉陽（翁長ウシ氏 M.30) 
古宇利島（諸喜田マチ氏 M.36)， 読谷村（金城太郎氏 M.19) 
粟国村浜（伊佐永篤氏 M.33)， 渡嘉敷村（棚原清助氏 M.27,玉城重保氏 M.38) 
糸満市（大城寛祐氏 M.30) 
即ち，





6人 mutta1 7人 nanata1 8人 yattai
10人 tutta i 
そして，これと近いのが，
東村慶佐次（知念松竹氏 M.34), 伊是名村（東江清蔵氏 M.37) 
で， nanataiのあと hachinin, kun in,…… と言われた。
また，次の人逹，即ち，
伊是名村（伊礼幸正氏 T.7)， 金城村（宮里武英氏 M.40,小橋川朝蔵氏 T.7) 
知念村久高（西銘カメ氏 M.30) 
は9人 kukunutai までは同じだが， 10人は tuttai といわず junin と言われた。
そして，次の人たち
読谷村（屋良朝乗氏 M.25)，久米島具志川村（宮里正光氏 M.40) 
伊平屋村（池田松永氏 M.42)， 名護市名護（比嘉宇太郎氏 M.36) 
は，首里と全く同じで，
chui, tai, mitchai, yuttai 
の次は gun in, rukunin, 
と数えられた。
以上のことから判断，推測できることは，ずーっと古くは，




chui, tai, mitchai, yuttai 
までが残っているのも，日本語の
ヒトリ， フタリ， （ミタリ）， ヨッタリ
と共に残っていると解しても良いのではなかろうか。
c.宮古諸島
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宮古諸島については資料が少ないので次の 2人だけをあげておこう。
多良間島（渡久山春好氏 T.IO) 宮古島（浦崎安常氏 M.38) 
1人 toke 
2人 futaru futazu 
3人 mstar mitsazu 
4人 yutar yutazu 













大川（宮良信氏 M. 29) 
1人 pituru 
2人 f u tar u 
3人 mistaru 
4人 yutt印ru





白保（宮良松氏 M. 36) 
pituri 
futari 
mi ttar i 
yu ttar i 
isutari 










波照間島（登野城寛宏氏 M.39,西白保八重氏 T.5,見敷文雄氏 T.5) 
1人 pituri 2人 futari 3人 mitari 4人 yut紅 i





1人 psuru 2人 futaru 3人 mi ttsaru 4人 yutaru 
5人 itsiipisu 6人 npisu 7人 nanapisu 8人 yapisu
小浜島（宮城真清氏 M.35) 















1人 tama 2人 futai 3人 mita i 
5人 ichitai 6人 mutai 
与那国島（浦崎栄昇氏 M. 32) 
1人 tui 2人 taintu 3人 ntaintu 
5人 goni n 6人 rukunin 
鳩間島（大城サカイ氏 M. 36) 
1人 pstru 2人 futaru 3人 mi tsaru 







b. それ以外は 1~4まではタリの形， 5以後はニン（ヒト）の形
だといえるということである。
そして特に 5以後は波照間と黒島とは宮古や石垣市大川と同じくヒトの形である。
そして，琉球方言全体が，この a, bの2つのどちらかに属していると言える。
更には日本語と関係が近い程 (b)の形になっているという気がする。
これらが，どのようにつながり合っているのかを調べるのは今後の問題である。
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